
発表要旨

特別セッション・講演 「芸能データ収集の難しさ」

大友浩（落語ＣＤワザオギプロデューサー・芸能研究家）

伝統芸能興行関連のデータを集め、保存することがいかに困難か、というエピソードをお

話しする。

例えば落語では、それまでの落語の上演記録は、寄席定席興行など一部を除き、きちんと

残ってはいない。放送局の音源なども同様である。

記録の収集・保存がされてこなかった理由には、芸能に対しての「使い捨てのどうでもい

いもの」という認識や、芸能の歴史的な背景から、当事者自身が過去の興行記録を隠そう

とするという問題などが考えられる。

その辺りの実状も踏まえながら、「伝統芸能興行記録のアーカイブ化」について述べる。

特別セッション・発表 1 「「伝統芸能の計量分析」の黎明－歌舞伎・落語・相撲－」

坂部裕美子（（財）統計情報研究開発センター研究員、立命館大学大学院文学研究科博士課

程後期課程）

2000 年代に入り、伝統芸能の分野でも興行記録のデータベース作成・公開が進むように

なった。

このデータを使用すれば、演劇史・芸能史分野の研究においてこれまで開拓されてこなか

った、興行データの計量分析結果を使用した考察が可能になる。

本報告では、貴重な保存データをもとに制作された、歌舞伎の興行データや落語の寄席定

席興行データを使用した分析事例を紹介するとともに、構造的にこれらの伝統芸能と類似

する部分を有するのに加え、比較的古い時代から現在までの継続的な興行データが残され

ている、相撲番付の分析の現在について紹介する。

特別セッション・発表 2 「現代から過去の日本における芸術文化の変容の考察-数理アプ

ローチとデータベースの活用-」

川畑泰子（九州大学大学院芸術工学府芸術工学専攻 CCD コース博士２年）、源田悦夫（九

州大学）、石井晃（鳥取大学）

社会の中でエンターテイメントの数理的アプローチとして人間の相互作用ダイナミクス

の確率過程に基づいたヒット現象の数理モデルが昨今提示されている。この数理モデルは

正確に映画市場,音楽コンサートの話題の時間的分布を予測し、その他のコンテンツのデ

ータにも同様に適用可能である。

この方法を使用して、エンターテインメント関連の項目の計算された毎日の興味関心指数

は Twitter やブログでの投稿の観察毎日数と比較することができる。そのためヒット現象

の数理モデルは、人間社会における集団運動を調査するための強力な理論的ツールとして

の可能性を持つ。

更なる数理モデルの可能性を追求する中で,200 年前の江戸時代に適応することが可能で

あるか,挑戦を行っている。現在国内外に存在する浮世絵のデータベース,川柳,俳諧など古



文献の解読を行い,ビッグデータの一つとして分析をしている。その試みの過程の中で時

代のスケールを超えた文化のうねりに関しての新たな知見の発見へつなげることを期待

している。

発表 3 「閲覧時間を考慮した Web 情報検索支援システム」

遠藤淳一（和歌山大学大学院 システム工学研究科 M2）

インターネット上には大量の情報が存在している．その中から欲しい情報を得るためには

検索エンジンがよく用いられており，評価指標やアルゴリズムについての研究が盛んであ

る．発表者の研究グループでは，検索行動中の閲覧時間を利用して Web ページおよび検

索語の推薦を行うシステムを構築した．今回，構築したシステムの概要とその評価につい

て報告する．

発表 4 「個人利用向け情報管理システムの構築」

野田長寛（和歌山大学大学院 システム工学研究科 M1）

文書ファイルを管理し検索することは，企業・組織だけでなく個人にも求められている．

その方法としてオンラインストレージが普及しているが，外部サーバへのアップロードを

必要とし，課題も多い．当研究室では通信を必要としないスタンドアロン型の全文検索シ

ステムを構築してきた．今回，その検索機能を向上させるとともに，情報の管理方法につ

いても検討を進め，個人向けの情報管理システムを試作したので報告する．

発表 5 「デジタルタブレット端末を利用した医療文書の管理」

野本眞記子

サーバーと情報交換をするデジタルタブレット端末と自動 PDF 変換機能を利用して、患

者の医療カルテをもとに費用精算、および国保料金の精算までを可能にするシステムの構

築。現在は開発過程にある。タブレット端末を利用することで、紙での処理を減らし、医

師、患者にもわかりやすい文書管理が可能。グラフィックと合わせて、診断の過程も説明

しやすくできる。

発表 6「語彙索引作成ツールの開発による役者評判記索引の効率化」

山路正憲（立命館大学アート・リサーチセンター 衣笠総合研究機構 研究員）

立命館大学アート・リサーチセンターでのデジタルアーカイブ事業において、デジタル化

した資料に対するメタデータ、周辺情報の付加を高速化する手法の確立が求められる。こ

こでは、発表者が継続的に開発に携わる「語彙索引作成ツール」において、役者評判記の

索引製作に特化する中で明らかになった課題について発表を行う。

発表 7「メタデータを用いた異言語浮世絵データベース間における同一作品の同定手法」

加藤拓磨*、久山岳夫**、Biligsaikhan Batjargal***、木村文則***、前田亮*（*=立命館大

学情報理工学部、**=立命館大学情報理工学研究科、***=立命館大学衣笠総合研究機構）

本研究の目標は，異なる形式や言語で記述されている複数の浮世絵の画像データベースに



対して同一レコードの同定を可能にする手法の提案を行うことである．同一作品の同定を

行うために，浮世絵のメタデータを提供している複数の異種データベースのレコードに対

して，主にレコードのタイトルを用いて他のレコードとの類似度を算出する．これにより，

複数のデータベース間に散在する，特定の浮世絵の類似作品を見つけること，また，どの

組織がその浮世絵，あるいはその複製を持っているかを知ることが可能になる．

発表 8「型紙に表現された文様の分類方法について」

加茂瑞穂（立命館大学衣笠総合研究機構ポストドクトラルフェロー）

発表者は、キモノに表現された文様の研究を進める過程で、立命館大学アート・リサーチ

センターにおける型紙のデジタルアーカイブ化に関わっている。型紙に彫刻されたモチー

フは、服飾やデザイン研究にとって有効な情報となる。しかし、文様をいかに分類・整理

をし、分析を進めるかが発表者にとって大きな課題となっていた。本発表では、型紙に表

現された多様な文様を現在どのように整理し、分析を進めているのか報告する。

発表 9「近代物産誌と民俗資料を用いた北飛騨民俗ナレッジベースの構築と活用」

松森智彦（同志社大学文化情報学研究科、日本学術振興会特別研究員（PD））

本研究では明治初期の物産誌をもとにした『斐太後風土記』データベースと、資料館の民

具資料をもとにした北飛騨民具データベースを併せて、北飛騨民俗ナレッジベースを構築

した。文化庁の用途分類を用いて民具資料と物産誌データベースを関連付け、ＧＩＳを用

いて位置情報の重ね合わせを行っている。資料や地域について先行研究や自治体史などの

記述を取り込み、ナレッジベースを構築している。これを活用した研究事例を示す。


